
平成29年度「オリンピック・パラリンピック・ムープメント全国展開事業」
事業実施報告書

スホこツ及びオリンピック、パラリンピックの議饉q啓赳こ質す劃
マナーとともてなレ)囀 えたポランティアの青成
スポーツを通したインクルーシフな社会 (走日壺つ の構築
日本のに続、郷上の文化や世界の文

`し

の理解、多檬性を●重する態度の青成

道府県・政令市名 【 京都市
1実践テーマ Ⅲ
2実施対象者 京都市立塔南高等学校 鵜 学年 (280名 )
3展開の形式

◎ 行事名 (車綺刊 スヽヶットボール選手との交孵 習)
③ その他 (

(2)地域における活動
① イベント名 (

② その他  (

)

)

(1)学校における活動
① 教科名 (

4 目 標
(iオaらい) |こ対する偏見と誤解を払拭し 多様な状況|こ対応できる,者

える力を育てる。
(2)車椅子体験や交流試合,選手との対話を通じて障害者に対す

る理解を深めるとともに,共生の大切さを学び,また自分の
生き方を考える機会とする。

(3)障害のある人々が住みやすくなるために,社会はどう変わら

(1),章害者スポーッを通して個々の可能性を発見し 様々なこと

なければならないかを考える機会とする。
5 取組内容

「オリンピック・パラリンピック教育」|こ基づく学習テーマ
と目標の理解

②車椅子バスケットボールの競技概要の学習
教材 :日本障がい者スポーツ協会サイト『かんたん !車い

すバスケツトボールガイド』
http//vwwvおador」p/abOuプЮferencαoOrn
da● cOm∞■m―帥轟 _(X,劇f

Oリオバラリンピックlc日本選手団最年少で出場を果たした
車椅子バスケットボール選手.鳥海連志さんに関する学習
教材 :『めざせ!2020年のパラリンビアン』より 烏海連

志×香西宏昭(NK総合,平成27年10月6日放送)

(2)車椅子バスケットボール選手 (6名)との交流学習
講師 :坂野 晴男 氏 (日本車椅子バスケット連盟強化指導

部員,シ トニー・北京パラリンピックコーチ,

KYOTO tPSコーチ)

(1)事前学習

む



CKYOTO∪|て■ LAKE SHGAの選手の模範演技
1121競技用車本奇子での前進・ターン・後進の体験 (全員)
③車椅子バスケットボールのグームの体験 (クラス対抗)
111碑椅子パスケットボール選手の方々との懇談

(3)事後学習
ホームルームで,感想文の抜粋をもとに交流し 振り返り

を行う。
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6 主な成果 ◆ 事後アンケー トの結果, 以下のような感想や気づきが大多数の
生徒のアンケートに見らね̂ 学習のねらしヽを十分|こ達成したと認
められる。
(1)偏見や誤解の払拭と個マの可能性の発見
「はじめは障がいのある人つてこわいのかなと思つていたが、
実際会つてみたら普通の人で、皆優しくて、自分の思い込みだつ
たと気づいた。」「障害を持つたから新しい世界を見ることもでき
るし新しいツ暉た,D●できたという話を聞き、前を向く姿勢がとても
大事だと用つた。」「自分の準害を前向きにとらえ、やりたいこと
|こ活かしていく姿勢を尊敬します。」「選手の方から『人生悔いの
無いように』というメッセージをいただいて、自分も失敗を怖が
らずに何事も挑戦しようと思つた。」
(2)障害者への理解と共生社会の大切さの理解
「16人|こ 1人が障害者であると間いて驚しヽた。この学習を

通して「障害」ということを本当に身近に感じた。」「私達の目線
からは見えない所を障がいのある方々は感じたり見えたりして
いるのだなと気づいた。」「車いすバスケット以外のこと|こももつ
と目を向けていきたい。」「社会ではパリアフリーが少しずつ進ん
でしヽるが、私たちも意識して手助けできることは進んでしたい。」
「困つている人を助けることができる人|こなりたい。」    |(3)共生社会の構築への意識の向上             |
「車いすに乗る人だけでなく、全ての障害者|ことって過ごしや
すい社会になればいいなと悪つた。」「『車いす生活|こ慣れたとい
つても、高いものが取れなかったり段差に困つたりすることがあ
る』と聞いたので、その悩みが無くなるような便利なものを生み
出したりしたいと思った。」
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7実践におい
て工夫した点
(事業の特色)

(1)運営への生徒参加
希望者を中心に,選手の移動の介助,開 。閉会式の進行,車15

子体験の準備やサポート,車椅子バスケットのゲーム体験等を生
徒の手で行わせた。

(2)車i3子体験 (全員)を初めて導入
実際に車椅子に乗ることによって,操作の難しさや腕への負

担,不自由さ等を1本験白91こ理解させた。

↑花束贈呈 1 生徒代表謝辞

8主な課題等 (1)実践テーマを皿以外にも複数設定し,「オリンピック・パラ
リンビック教育」の実践をより広く深く展開していけないか。(2)事業の事前と事後の,生徒の意識の変化を数値的にとらえる
ための工夫 (アンケートなど)が必要である。

(3)交流学習の各パートの時間配分の最適化を図る。
共生社会の構築に寄与しようとする

―
を養うため,本事

業を継続して実施していきたい。8に挙げた課題について解決・改
善を図りながら,2020年東京オリンビック・ハラリンビックヘの
機運醸成の観点をより鮮明|こする万向で検討したい。
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9来年度以降
の実施予定


